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概要 

単相全波駆動, 小型パッケージにより、小型ファン(特にCPUクーラ)に最適で、スイッチングノイズ

が少なく効率のよいモータ駆動が可能である。 

 

機能 

・5V/12Vの両電源に対応 

・回生回路内蔵により、逆接続防止ダイオード使用可能 

・ヒステリシス付ホールアンプ内蔵(補極無しコアに対応) 

・ロック保護, 自動復帰回路内蔵 

・回転数検出端子“FG” 

・ホールバイアス端子およびスタート/ストップ端子により、待機モード時の低消費電流が可能 

・熱保護回路内蔵 

 
絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

最大電源電圧 VCC max  17 V 

最大出力電流 IOUT max  0.5 A 

最大出力耐圧 VOUT max  17 V 

FG最大出力耐圧 VFG max  17 V 

FG最大出力電流 IFG max  5 mA 

HB最大出力電流 IB max  10 mA 

ST最大入力電圧 VST max  15 V 

許容消費電力 Pd max 指定基板付き※ 0.8 W 

動作周囲温度 Topr  －30～＋90 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※指定基板:114.3mm×76.2mm×1.6mm，ガラスエポキシ基板 

注 1)絶対最大定格は、一瞬でも超えてはならない許容値を示すものである。 

注2)絶対最大定格の範囲内で使用した場合でも、高温及び大電流/高電圧印加、多大な温度変化等で連続して使用

される場合、信頼性が低下するおそれがある。詳細については、弊社窓口までご相談ください。 

 

モノリシックデジタル集積回路 

ファンモータ用 
単相全波ドライバ 

注文コード No.NA2025A 

データシート No.NA2025 をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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許容動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

電源電圧 VCC  3.8～16.8 V 

ST入力「H」レベル電圧 STH  3～14 V 

ST入力「L」レベル電圧 STL  －0.3～＋0.4 V 

ﾎｰﾙ入力同相入力電圧範囲 VICM  0.2～VCC－1.5 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=5V 

項目 記号 条件 min typ max unit

駆動動時(CT=「L」,ST=「L」) 6.5 9.1 mA 

ロック保護時(CT=「H」,ST=「L」) 2.2 3.1 mA 

回路電流 ICC 

待機時(ST=「H」) 110 150 μA 

ロック検出 

コンデンサ充電電流 

ICT1  1.9 2.8 3.7 μA 

コンデンサ放電電流 ICT2  0.32 0.46 0.60 μA 

コンデンサ充放電電流比 RCT RCT=ICT1/ICT2 5.0 6.0 7.0  

CT充電電圧 VCT1  2.55 2.75 2.95 V 

CT放電電圧 VCT2  1.6 1.8 2.0 V 

出力「L」レベル電圧 VOL IO=200mA 0.2 0.3 V 

出力「H」レベル電圧 VOH IO=200mA 3.9 4.1  V 

ホール入力感度 VNH ｾﾞﾛﾋﾟｰｸ値(ｵﾌｾｯﾄ,ﾋｽﾃﾘｼｽ含む) 7 15 mV 

FG出力端子「L」電圧 VFG IFG=5mA 0.1 0.3 V 

FG出力端子リーク電流 IFGL VFG=15V  30 μA 

HB出力「L」電圧 VHBL IHB=5mA 1.0 1.3 V 

ST端子入力電流 IST VST=5V 75 100 μA 

 

外形図 
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ピン配置図 
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ブロック図 
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真理値表 

ST IN- IN+ CT OUT1 OUT2 FG HB モード 

H － － － OFF OFF OFF OFF 待機 

H L H L L 

L H 
L 

L H H 
L 回転中 

L 

－ － H OFF OFF － L ロック保護

RD 出力は、回転時－「L」,停止時－「H」のラッチ型 
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設計資料 

 

(1)VCC端子 

制御部およびモータ駆動用の電源端子。 

動作電圧範囲が、3.8V～16.8Vと広く、5/12Vの両電源に対応可能である。 

 

(2)OUT1,OUT2端子 

単相コイルへの出力端子。 

上側インバーテッド、下側シングル出力のバイポーラ駆動の出力である。回生回路を内蔵している

ため、逆接続時の破壊防止ダイオードを使用した場合においても下側NPN出力間でキックバック電

流を回生する。 

 

(3)IN-,IN+端子 

ホール入力信号端子。 

ホール信号をヒステリシス付きホールアンプで方形波に増幅する。ヒステリシスは、±3.5mV typ

をかけており、ホール入力信号振幅は、70mV以上を推奨する。 

 

(4)CT端子 

CT－GND端子間にコンデンサを接続する端子。 

モータのロック時のコイル焼損を防止する保護回路を構成する。適正モータ負荷になれば、自動復

帰回路により、回転を始める。コンデンサ容量値を変えることにより、ロック検知時間を設定する。 

CT－GND端子間に0.47μFのコンデンサを接続した場合 

ロック検知時間   約0.5秒 

ロック保護時間/自動復帰時間 約0.16秒(出力ON) 

約1秒(出力OFF) 

ロック保護機能を起用しない場合は、この端子をGNDに接続する。 

 

 (5)FG端子 

回転数を検出するオープンコレクタ出力端子。 

IN-=H, IN+=L時にFG=L,IN-=L,IN+=H時にFG=Hとなる。 

 

(6)ST端子およびHB端子 

ST端子: 「H」入力時にモータの駆動を停止(OUT出力がハイインピーダンス状態)する端子。 

この時RD端子出力は、ロック保護モードの「OFF」になる。 

HB端子: ホールバイアスのスイッチ端子。ST端子「H」入力においてホールバイアスを切り、 

ファンの待機時消費電流を抑える。 

両端子とも未使用時は、オープンにする。 

 

(7)熱保護回路 

IC内部のチップ温度が、Tj＝180℃になる発熱において出力電流制限をかけ、ICを保護する。 
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応用回路例 
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